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本
学
部
は
、
一
九
九
一
年
四

月
、
日
本
で
最
初
の
社
会
情
報

学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
新
し
い
学
問

分
野
の
形
成
と
同
時
に
そ
の
教

育
を
展
開
す
る
と
い
う
事
業
に

学
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
本
年
で
二
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
設

当
初
は
、
唯
一
の
社
会
情
報
学

部
と
い
う
こ
と
で
孤
軍
奮
闘
状

態
が
続
き
ま
し
た
が
、
や
が
て

幾
つ
か
の
大
学
で
社
会
情
報
学

部
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
、
一
九

九
六
年
に
日
本
社
会
情
報
学
会

が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
全

国
的
な
研
究
交
流
も
活
発
に
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
情
報
化
社
会
に
能
動

的
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
社
会

情
報
学
部
で
す
が
、
開
設
時
の

二
十
年
前
は
ま
だW

W
W

も

世
に
出
る
前
で
し
た
。
そ
の
後

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や

そ
れ
を
活
用
し
た
メ
デ
ィ
ア
の

発
展
は
当
初
の
予
想
を
超
え
、

こ
う
い
っ
た
時
代
の
変
化
に
対

応
す
る
形
で
、
学
部
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
当
初
の
「
社
会
学
＋
情

報
学
」
と
い
う
構
成
か
ら
、
両

者
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
統

合
さ
れ
た
形
に
推
移
し
て
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
二
十
年
間
の
発

展
と
言
え
ま
す
が
、
そ
の
発
展

に
は
、
学
生
の
反
応
や
要
望
が

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。こ
う
し
て
み
る
と
、

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
情
報
学
の
知
識
体
系
を
策

定
す
るW

ikiBO
K

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
紹
介
を
通
じ
て
、
人
々

の
知
識
を
「
集
合
知
」
と
し
て

体
系
化
し
て
い
く
事
が
技
術
的

に
可
能
に
な
っ
て
い
る
状
況
を

最
前
線
か
ら
ご
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。
正
村
俊
之
先
生
（
東

北
大
学
）
は
「
震
災
と
リ
ス
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン―

日
本

社
会
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
社
会

的
構
成
」
と
題
し
、
リ
ス
ク
論

の
視
点
か
ら
の
東
日
本
大
震
災

後
の
情
報
過
程
を
分
析
い
た
だ

き
、
専
門
的
知
識
の
公
共
的
活

用
、
つ
ま
り
リ
ス
ク
や
安
全
を

め
ぐ
る
、
よ
り
開
か
れ
た
意
思

決
定
の
要
請
と
い
う
社
会
情
報

学
的
な
課
題
を
ご
呈
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

現
代
的
な
課
題
に
挑
む
、
未

来
を
見
据
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

事
と
し
て
十
二
月
三
日
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
を
乗
り
越
え

る
社
会
情
報
学
」
を
第
四
回
札

幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
講
演
に
は
国
内
外
の
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
研
究
者
お

よ
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
方
を

お
招
き
し
、
白
熱
し
た
講
演
お

よ
び
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
部
生
も
刺
激
を
受

け
た
よ
う
で
す
。
開
催
に
ご
協

力
頂
い
た
関
係
者
の
方
々
お
よ

び
、
当
日
ご
参
加
頂
い
た
方
々

に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
変
化
の
激
し
い
社

会
に
即
応
で
き
る
人
材
の
育
成

に
学
部
教
職
員
一
同
努
力
し
て

参
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
二
十
年
は
ま
さ
に
学
生
と

共
に
歩
ん
で
来
た
二
十
年
で
し

た
。
教
育
面
で
も
、
学
部
の
進

取
性
を
生
か
し
、
必
修
科
目
の

出
席
状
況
に
基
づ
く
学
生
指
導

や
、
質
問
書
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー
を
配
布
し
そ
れ
へ
の

応
答
を
通
じ
て
授
業
を
構
成
す

る
双
方
向
講
義
の
実
践
な
ど
を

開
設
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
演
習
科
目
に
お
い
て
Ｔ

Ａ（T
eaching A

ssistant

）
お

よ
び
Ｓ
Ａ（Student A

ssistant

）

を
配
置
し
て
き
め
の
細
か
い
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

も
、
学
生
と
の
や
り
と
り
を
通

じ
て
、
共
に
あ
る
べ
き
姿
を
模

索
し
な
が
ら
学
部
教
育
の
柱
と

し
て
成
長
し
て
来
ま
し
た
。
ま

さ
に
学
生
が
学
部
の
資
産
と
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
二
十
周
年
記
念
行

　

今
年
度
の
総
合
研
究
所
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
社
会
情
報
学
部

の
二
十
周
年
を
記
念
し
『
震
災

を
乗
り
越
え
る
社
会
情
報
学
』

と
題
し
、
東
日
本
大
震
災
と
そ

れ
に
続
く
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
受
け
『
社
会
情
報
学
』
と

い
う
学
問
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ

に
立
ち
向
か
い
乗
り
越
え
ら
れ

る
の
か
を
問
い
ま
し
た
。
四
名

の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
迎
え
、
震

災
で
露
わ
に
な
っ
た
問
題
を
多

角
的
に
議
論
し
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
前
半
は
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
か
ら
の
ご
講
演
、
後
半
は

本
学
の
教
員
を
加
え
た
議
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約

二
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
同
時

にU
srream

に
て
生
中
継
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
て
い
ま
す

（http://w
w
w
.ustream

.tv/

user/M
ehrN

et/videos

又

はIW
J

北
海
道
）。
詳
し
い
内

容
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
は
四
名
の
ご
講
演

の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

伊
藤
守
先
生（
早
稲
田
大
学
）

は
「
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
動
と

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
題

し
、
震
災
後
の
社
会
情
報
過
程

を
分
析
さ
れ
、
現
在
の
メ
デ
ィ

ア
環
境
は
変
化
の
ス
タ
ー
ト
地

点
に
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ

デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
た
情
報
過

程
の
社
会
的
重
要
性
の
拡
大
が

特
徴
に
な
っ
て
お
り
、
よ
り
民

主
主
義
的
な
社
会
機
構
の
制
度

化
に
向
け
て
社
会
情
報
学
が
い

か
に
寄
与
す
る
か
を
問
う
べ
き

で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
岩
上
安
見
さ
ん
（
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
に
は
「
独

立
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
可
能

性

―
IW

J

（Independent 

W
eb Journal

）
の
社
会
的
役

割
」
と
題
し
、
独
立
メ
デ
ィ
ア

の
必
要
性
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
い
う
媒
体
の
利
点
に

つ
い
て
、
実
際
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
活
動
の
具
体
例
を
お
示
し

い
た
だ
き
な
が
ら
ご
講
演
い
た

だ
き
、
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
多
様

性
を
回
復
さ
せ
る
事
、
市
民
目

線
の
情
報
を
配
信
し
続
け
る
こ

と
の
重
要
性
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。増
永
良
文
先
生（
青

山
学
院
大
学
）に
は「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

は
何
か―

技
術
が
拓
く
未
来
」

と
題
し
、
情
報
学
的
な
視
点
か

ら
社
会
に
関
わ
る
事
の
重
要
性

　

第
四
十
一
回
札
幌
学
院
大
学

大
学
祭
「
鳴
秋
祭
」
で
は
、
北

海
道
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
社
の
協

力
の
も
と
で
、
現
地
の
様
子
を

撮
っ
た
写
真
を
用
い
て
写
真
展

を
開
き
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
送
る
義
援
金
を
集
め
ま

し
た
。
北
海
道
ア
ル
バ
イ
ト
情

報
社
は
震
災
当
時
か
ら
義
援
金

を
送
る
の
で
は
な
く
、
被
災
地

で
物
資
に
か
え
、
そ
れ
を
小
学

校
に
届
け
る
と
い
う
独
自
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
十
月

末
に
、
集
め
た
義
援
金
で
支
援
す

べ
く
仙
台
に
行
き
ま
し
た
。

　

震
災
や
津
波
の
被
害
を
受
け

た
小
学
校
は
、
比
較
的
被
害
の

少
な
い
小
学
校
を
間
借
り
す
る

形
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
ま
だ
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
会
う
事
の
で
き
な
い
児
童

も
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
児
童

は
私
の
知
っ
て
い
る「
小
学
生
」

で
安
心
し
ま
し
た
。
一
緒
に
遊

ぶ
機
会
が
あ
り
、
缶
け
り
や
簡

単
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。
校
長
先
生
が
「
支
援
は

た
く
さ
ん
来
る
が
本
当
に
必
要

な
物
は
来
な
い
」
と
仰
っ
て
い

ま
し
た
。
小
学
生
に
大
学
ノ
ー

ト
が
届
い
た
り
、
赤
鉛
筆
が
無

か
っ
た
り
と
い
う
具
合
に
。
今

回
は
事
前
に
小
学
校
に
連
絡

し
、
家
庭
科
で
使
う
調
理
器
具

や
体
育
で
使
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
ポ
ー
ル
等
、
本
当
に
必
要
な

物
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
復
興
」
に
は
程
遠
く
、
港

町
は
ほ
ぼ
全
壊
し
て
い
た
り
、

信
じ
ら
れ
な
い
光
景
が
道
中
続

い
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の

中
で
も
児
童
の
笑
顔
は
と
て
も

輝
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
形
で
支
援
が
続
け
ら

れ
る
事
を
願
っ
て
い
る
し
自
分

で
も
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

―
 

学
生
と
共
に
歩
ん
だ
二
十
年 ―

社
会
情
報
学
部
開
設
二
十
周
年

社
会
情
報
学
部
長　

森
田　

彦

2012 年度　大学行事等予定

［前期］

 4月 3日（火） 入学式

  　 4日（水）～5日（木）

 新入生ガイダンス 

  　 6日（金）～7日（土）

 新入生ガイダンス

 合宿オリエンテーション

  　 9日（月） 新入生健康診断

 英語プレイスメントテスト

  　10日（火） 在学生ガイダンス（2・4年）

 在学生健康診断（2年）

  　11日（水） 在学生ガイダンス（3年）

 在学生健康診断（3･4年）

  　12日（木） 前期授業開始

 5月  4日（金） 開学記念日

 6月15日（金） 学園創立記念日

  　24日（日） オープンキャンパス

 7月  7日（土） 保護者懇談会（帯広）

  　 8日（日） 保護者懇談会（釧路）

  　29日（日） オープンキャンパス

 8月  2日（木）～8日（水）

 前期定期試験

   　20日（月）～25日（土）

 夏期集中講義期間（前期科目）

 9月  8日（土） 保護者懇談会（苫小牧）

  　 9日（日） 保護者懇談会（函館）

［後期］

 9月10日（月）～15日（土）

 秋期集中講義期間（後期科目）

  　  24日（月） 後期授業開始

  　  27日（木） 前期末学位記授与式

  　  30日（日） オープンキャンパス

10月  6日（土）～8日（月）

 大学祭

   　 20日（土） 保護者懇談会（本学）

11月24日（土）～25日（日）

 推薦入試

 1月19日（土）～20日（日）

 大学入試センター試験

   　 28日（月）～2月2日（土）

 後期定期試験

 2月  7日（木）～8日（金）

 一般入学試験A

 3月  1日（金） 卒業・進級発表

   　 19日（火） 学位記授与式

   　 20日（水） オープンキャンパス

に
ガ
ク
イ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
答
え
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
を
対
象
と
し

た「
保
護
者
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
親
子
で

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
今

回
も
Ｊ
Ｒ
「
札
幌
駅
」
お
よ
び

地
下
鉄
「
新
さ
っ
ぽ
ろ
駅
」
の

ほ
か
、
遠
方
か
ら
も
参
加
で
き

る
よ
う
道
内
各
地（
八
ル
ー
ト
）

か
ら
の
「
無
料
送
迎
バ
ス
」
を

運
行
し
ま
す
！　

札
幌
市
内
を

一
望
で
き
る
眺
め
の
い
い
場
所

で
の
「
無
料
学
食
体
験
」
も
あ

り
、
一
足
早
く
大
学
生
に
な
っ

た
気
分
で
充
実
し
た
一
日
を
過

ご
せ
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
る
三
月
二
十
日
（
火
・
祝
）

午
前
十
一
時
か
ら
、
二
〇
一
一

年
度
最
後
と
な
る
第
四
回
春
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
入
学
後
の
大
学
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
各
学
科
に

よ
る
「
学
科
説
明
会
」
を
は
じ

め
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
本
学
へ
の
入

学
を
希
望
し
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
「
Ａ
Ｏ
入
試
説
明
会
」

や
、
本
学
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
で

は
、
在
学
生
の
生
の
声
を
聴
く

事
が
出
来
る
ほ
か
、「
個
別
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
入
試
制
度

や
各
種
奨
学
金
、
卒
業
後
の
就

職
状
況
な
ど
、高
校
生
の
「
？
」

　

二
〇
一
一
年
度
に
実
施
さ
れ

た
臨
床
心
理
士
資
格
試
験
に
お

い
て
、
本
学
大
学
院
臨
床
心
理

学
研
究
科
の
修
了
生
十
五
名

（
直
近
の
修
了
生
一
〇
名
、
過

年
度
の
修
了
生
五
名
）
が
受
験

し
、
八
名
が
見
事
合
格
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
格
に
よ
り
、
二
〇

〇
二
年
度
（
一
期
）
か
ら
二
〇

一
〇
年
度
（
一
〇
期
）
ま
で
の

修
了
生
の
う
ち
、
八
十
七
名
が

臨
床
心
理
士
と
し
て
名
を
連
ね

る
事
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
修
了
生
は
、
精
神
科
病
院
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
等
医
療
分
野
を
は

じ
め
と
し
て
、
教
育
・
福
祉
・

司
法
等
の
各
分
野
で
臨
床
心
理

士
と
し
て
活
躍
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

臨
床
心
理
学
研
究
科
は
財
団

法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認

定
協
会
が
認
証
し
て
い
る
指
定

大
学
院
と
し
て
、
二
〇
一
二
年

三
月
ま
で
の
指
定
を
受
け
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
指
定

継
続
を
申
請
し
、
二
〇
一
八
年

三
月
ま
で
の
継
続
が
決
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
臨
床
心
理
士
を
養

成
す
る
指
定
大
学
院
と
し
て
高

い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
教

育
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

人
文
学
部
こ
ど
も
発
達
学
科

設
置
の
小
学
校
教
職
課
程
で
、

四
年
生
が
教
員
採
用
試
験
に
挑

戦
し
た
の
は
、
今
年
度
で
三
回

目
で
す
。
昨
年
ま
で
に
、
小
学

校
と
特
別
支
援
学
校
を
合
わ
せ

て
、
現
役
合
格
者
十
四
名
（
第

一
期
生
と
第
二
期
生
）、
既
卒

合
格
者
九
名
（
第
一
期
生
）
の

計
二
十
三
名
が
合
格
し
、
道
内

外
で
正
規
採
用
教
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

年
度
は
、四
年
生
（
第
三
期
生
）

と
卒
業
生
を
合
わ
せ
た
十
七
名

も
発
達
学
科
卒
八
名
と
英
語
英

米
文
学
科
卒
一
名
の
卒
業
生

で
、
北
海
道
と
札
幌
市
の
小
学

校
、
北
海
道
の
特
別
支
援
学
校

の
合
格
で
す
。
今
回
の
合
格
者

を
加
え
た
卒
業
時
期
別
の
累
計

は
、
第
一
期
生
に
つ
い
て
は
十

七
名
、
第
二
期
生
に
つ
い
て
は

十
五
名
と
な
り
ま
す
。

　

見
事
難
関
を
突
破
し
、
夢
の

入
口
に
立
っ
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
こ
ど
も
発
達
学
科
長　

鈴
木

健
太
郎
）

の
皆
さ
ん
が
合
格
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年
の

春
に
は
、
本
課
程
で
学
び
正
規

採
用
教
員
と
な
っ
た
皆
さ
ん
の

人
数
は
、
第
一
期
生
か
ら
第
三

期
生
ま
で
合
わ
せ
て
四
十
名
！

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
内
訳
で
す
が
、
現
役
合

格
者
は
、
こ
ど
も
発
達
学
科
四

年
生
八
名
の
学
生
で
す
。
北
海

道
、
埼
玉
県
、
さ
い
た
ま
市
、

神
奈
川
県
、
京
都
府
、
千
葉
県

の
各
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

ま
た
、
既
卒
合
格
者
は
、
こ
ど

教
育
振
興
寄
付
金
ご
芳
名

（
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
か

ら
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
報
告
）
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な
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大
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催

酒
井　

恵
真　
　

酒
井　

忠
雄

坂
本　

良
二　
　

杉
山　

吉
弘

高
橋　
　

亨　
　

辻　
　

智
子

土
渕
美
知
子　
　

富
井　

清
美

中
井　

征
夫　
　

長
岡　
　

正

中
原　

吉
則　
　

中
村　

敏
彦

中
本　

昌
伸　
　

中
山　

周
治

廣
川　

和
市　
　

広
嶋　
　

進

福
岡　

竜
二　
　

古
畑　
　

瞳

本
田　

好
治　
　

三
上　

郁
夫

光
武　
　

幸　
　

南　
　

保
雄

宮
島　

由
光　
　

村
上　
　

昇

桃
山　

光
雄　
　

森
田　
　

彦

森
原　

久
雄　
　

吉
田
美
智
子

渡
辺　

貞
雄　
　

渡
部　
　

勉

渡
辺　

裕
哉

◎
異
動

平
成
二
十
四
年
一
月
十
日
付

▼
学
生
課
（
総
合
政
策
部
長
付

特
命
課
長
）
高
橋　

晃
治

札
幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
十
二
月
三
日
開
催
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震
災
を
乗
り
越
え
る
社
会
情
報
学
」

 

社
会
情
報
学
部
准
教
授　

高
田　
　

洋

募
金
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す

教
職
員
人
事

二
〇
一
一
年
度　

「
臨
床
心
理
士
」資
格
試
験 

八
名
が
合
格

大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
修
了
生

（1） 第111号 札幌学院大学学園広報 2012年（平成24年）2月20日



　

去
る
十
一
月
三
十
日
小
此
木

（
お
こ
の
ぎ
）
政
夫
慶
應
大
学

名
誉
教
授
、
九
州
大
学
特
任
教

授
を
お
迎
え
し
て
「
朝
鮮
半
島

情
勢
は
ど
う
な
る
か―

分
断
体

制
の
現
段
階
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
法
学
部
講
演
会
を
実
施
し

た
。
当
日
は
約
二
百
名
の
学
生

お
よ
び
市
民
が
会
場
を
埋
め
尽

く
し
た
。
朝
鮮
半
島
は
南
北
分

断
体
制
の
下
に
あ
る
。
こ
れ
は

戦
争
も
統
一
も
で
き
な
い
状
況

を
意
味
す
る
。
冷
戦
期
に
は
南

北
が
経
済
、
軍
事
、
政
治
的
安

定
を
め
ぐ
っ
て
体
制
間
競
争
を

繰
り
広
げ
る
一
方
で
、
北
朝
鮮

は
戦
争
に
は
至
ら
な
い
武
力
挑

発
を
繰
り
返
し
た
。
冷
戦
の
終

焉
後
、
北
朝
鮮
は
危
機
に
直
面

し
た
。
北
朝
鮮
は
市
場
経
済
の

道
を
歩
む
こ
と
な
く
、
体
制
維

持
の
手
段
と
し
て
核
開
発
に
取

り
組
ん
だ
。
核
開
発
に
つ
て
米

国
と
妥
協
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
体
制
維
持
の
手
段
で
あ
る

核
開
発
を
放
棄
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

中
国
の
大
国
と
し
て
の
台
頭

は
東
ア
ジ
ア
秩
序
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
、
中
朝
関
係
に

つ
い
て
は
次
の
点
を
指
摘
で
き

る
。
第
一
に
中
国
は
勢
力
圏
を

作
り
始
め
て
お
り
、
伝
統
的
に

朝
鮮
は
中
国
に
と
っ
て
属
国
・

自
主
の
関
係
に
あ
る
。
第
二
に

北
朝
鮮
の
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
は
既
に
一
定
の
水
準
に
達

し
て
い
る
。
四
〜
六
個
の
原
爆

を
保
有
し
て
い
る
よ
う
だ
。
第

三
に
金
正
日
総
書
記
の
健
康
問

題
で
あ
り
、
彼
は
中
国
と
の
関

係
で
北
朝
鮮
の
生
き
残
り
を
確

実
に
し
た
と
言
え
る
。

　

今
後
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る

国
際
情
勢
は
ど
う
動
く
か
。
米

韓
は
戦
略
的
忍
耐
の
対
応
を
し

て
い
る
。
北
朝
鮮
が
核
開
発
を

放
棄
す
る
か
シ
グ
ナ
ル
を
送
ら

な
い
限
り
交
渉
し
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、
北
朝
鮮
は
米
国
と

の
交
渉
を
実
現
す
る
た
め
延
坪

島
砲
撃
の
よ
う
な
武
力
挑
発
を

行
っ
て
き
た
。
米
国
と
し
て
は
、

武
力
挑
発
を
や
め
さ
せ
る
た
め

に
交
渉
が
必
要
か
悩
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
に
北
朝
鮮

で
は
祝
賀
行
事
が
あ
り
、
韓
国

で
は
十
二
月
に
米
国
で
は
十
一

月
に
大
統
領
選
挙
が
あ
る
。
北

朝
鮮
は
四
月
ま
で
は
武
力
挑
発

を
自
制
し
よ
う
。
問
題
は
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
で
あ
る
。
米
韓

の
大
統
領
選
挙
の
前
に
北
朝
鮮

が
核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
、

さ
ら
に
武
力
挑
発
に
出
る
か
も

し
れ
な
い
。
日
米
韓
の
結
束
に
、

中
国
は
北
朝
鮮
と
の
関
係
を
強

め
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
な
シ
ナ
リ

オ
で
は
な
く
、
平
和
な
シ
ナ
リ

オ
も
あ
る
。
い
か
に
し
て
武
力

挑
発
や
核
開
発
を
す
る
北
朝
鮮

を
変
え
ら
れ
る
の
か
。
北
朝
鮮

を
市
場
経
済
に
移
行
さ
せ
る
し

か
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る

の
が
中
国
の
東
北
開
発
と
ロ
シ

ア
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
北
朝
鮮
経
由

で
韓
国
に
ま
で
敷
設
す
る
構
想

に
は
、
北
朝
鮮
の
ロ
シ
ア
に
対

す
る
借
金
の
棒
引
き
が
関
連
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
北
朝
鮮

が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
止
め
る
の

は
、
中
国
よ
り
も
ロ
シ
ア
が
相

手
で
は
難
し
か
ろ
う
。
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
が
信
頼
を
醸
成
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
二
〇
一
二
年
に

は
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
あ
る
と

言
え
る
。

　

経
営
学
部
学
生
自
治
会
と
商

学
部
学
生
自
治
会
の
合
同
主
催

と
し
て
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
「
Ｓ

Ｇ
Ｕ
歌
う
ま
王
座
決
定
戦
！！
」

を
十
一
月
十
九
日
（
土
）
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

企
画
の
内
容
は
経
営
学
部
・

商
学
部
の
中
で
カ
ラ
オ
ケ
に
自

信
の
あ
る
会
員
が
中
心
と
な

り
、
会
場
と
な
っ
た
Ｓ
Ｇ
Ｕ

ホ
ー
ル
で
熱
唱
し
て
頂
き
、
そ

れ
を
も
と
に
順
位
を
付
け
、
景

品
を
贈
呈
す
る
と
い
う
も
の

で
、
当
日
は
十
二
曲
十
八
名
の

参
加
者
に
よ
り
熱
演
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
一
位
は
絢
香
の
『
み

ん
な
空
の
下
』
を
歌
わ
れ
た
向

平
未
央
さ
ん
（
経
営
学
科
一
年
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
企
画
は
本
自
治

会
と
し
て
は
初
の
音
楽
系
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
事
も
あ
り
、
プ
ロ

の
音
響
会
社
に
お
願
い
を
し
、

参
加
者
の
皆
様
に
ス
テ
ー
ジ
で

歌
を
歌
う
と
い
う
経
験
の
場
を

提
供
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
参
加
者
と
来
場
者
が

総
合
的
に
増
え
る
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
発
展
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

去
る
十
一
月
十
二
日
、
後
援

会
の
第
六
十
七
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
事

務
局
か
ら
今
年
度
事
業
の
中
間

報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
小
澤

教
務
部
長
か
ら
、
旭
川
・
北
見
・

青
森
・
仙
台
・
本
学
で
開
催
さ

れ
た
保
護
者
懇
談
会
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
一
号
「
平
成
二
十
四
年

度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
」

及
び
議
案
第
二
号
「
後
援
会
の

事
業
と
予
算
に
つ
い
て
」
は
提

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
第
二
号
で
は
、
大

学
に
対
す
る
検
討
要
請
事
項
並

び
に
特
別
会
計
の
一
本
化
が
提

案
さ
れ
、
来
春
の
役
員
会
で
改

め
て
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

会
議
終
了
後
の
昼
食
会
で

は
、
井
上
後
援
会
長
の
ご
挨
拶

に
続
き
、
奥
谷
学
長
並
び
に
太

田
常
務
理
事
か
ら
、
後
援
会
に

対
す
る
謝
意
と
学
園
の
近
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
飛
田
学
生
課
長
か
ら
、

学
生
の
諸
活
動
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
、
弓
道
部
女
子
責
任
者

の
柿
本
絵
梨
さ
ん
と
吹
奏
楽
団

団
長
の
高
木
明
歩
さ
ん
か
ら

は
、
今
年
度
の
活
動
結
果
と
次

年
度
に
向
け
て
の
抱
負
が
述
べ

ら
れ
、
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
最
後
に
保
護
者
理
事

の
皆
様
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、
和
や
か

な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
の
テ
ー
マ
が

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
展
」
と
な
っ

た
理
由
と
し
て
、
折
り
紙
作
家

の
神
谷
哲
史
氏
の
作
品
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
一
枚
の

紙
を
、
折
っ
た
り
、
切
っ
た
り
、

捻
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
作
品
に

私
た
ち
は
圧
倒
さ
れ
、
折
り
紙

の
歴
史
や
利
用
方
法
を
知
る
と

と
も
に
、
実
際
に
作
成
し
て
み

よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
今
回
の

展
示
の
出
発
点
で
し
た
。

　

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
展
で
は
、

「
学
ぶ
」
「
知
る
」
「
見
る
」
と

三
つ
の
項
目
を
立
て
ま
し
た
。

「
学
ぶ
」
で
は
紙
と
折
り
紙
の

歴
史
を
、
パ
ネ
ル
と
伝
統
的
な

折
り
紙
を
使
い
展
示
し
ま
し

た
。
「
知
る
」
で
は
生
活
の
中

で
使
用
さ
れ
て
い
る
折
り
紙

と
、
小
型
ソ
ー
ラ
ー
電
力
セ
イ

ル
実
証
機
「
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
」

を
例
に
と
り
、
宇
宙
開
発
技
術

に
応
用
さ
れ
て
い
る
、
折
る
技

術
に
つ
い
て
展
示
し
ま
し
た
。

「
見
る
」
で
は
日
本
の
季
節
や
、

恐
竜
、
動
物
の
世
界
を
再
現
し

た
ジ
オ
ラ
マ
を
中
心
に
、
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
再
現
し
た
折

り
紙
、
小
さ
な
ピ
ー
ス
を
組
み

合
わ
せ
て
立
体
的
に
し
た
３
Ｄ

折
り
紙
、
折
り
紙
を
組
み
合
わ

せ
る
ユ
ニ
ッ
ト
折
り
を
使
っ
た

幾
何
学
折
り
紙
、
海
外
の
折
り

紙
も
楽
し
め
る
紙
飛
行
機
と

い
っ
た
、
様
々
な
種
類
の
折
り

紙
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
、
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ

Ｉ
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

い
く
つ
も
失
敗
や
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。話
し
合
い
が
進
ま
ず
、

作
業
日
程
を
圧
迫
し
ま
し
た
。

意
思
疎
通
が
上
手
く
い
か
ず
、

各
人
で
全
体
が
見
え
て
い
な
い

事
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
後
に
は
皆
一
致
団
結
し
、
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
述
べ
一
八
一
名
の
方

が
来
館
し
て
下
さ
り
、
日
本
の

誇
る
折
り
紙
文
化
の
楽
し
さ
や

素
晴
ら
し
さ
を
幅
広
い
年
代
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
て
実
習

生
一
同
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
鶴
丸
先
生
、
来
館

し
て
頂
い
た
た
く
さ
ん
の
方
々

に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
し
ま

す
。

　

十
一
月
三
日
、
本
学
を
会
場

と
し
て
第
七
回
「
全
国
若
手
も

の
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
全

国
若
手
経
営
塾
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

江
別
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
若
手
経
営
塾
は
明
星
大
学

教
授
で
あ
る
関
満
博
先
生
に
よ

る
全
国
の
若
手
経
営
者
・
後
継

者
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

私
塾
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

　

全
国
か
ら
百
五
十
名
も
の
経

営
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
等
が
集

ま
り
、
会
場
は
熱
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
経
営

学
科
・
兒
玉
ゼ
ミ
の
佐
藤
佳
惠

子
さ
ん
と
布
川
奈
央
さ
ん
が
熱

の
こ
も
っ
た
大
学
紹
介
の
プ
レ

ゼ
ン
を
行
い
、
会
場
に
大
き
な

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
大
会

後
の
懇
親
会
で
は
「
北
海
道
の

学
生
は
元
気
が
あ
っ
て
良
い

ね
。
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
関
先
生
の
講
演
、

経
営
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
共
に
大
変
興
味
深

く
勉
強
に
な
り
、
大
き
な
刺
激

を
受
け
る
事
の
で
き
た
全
国
大

会
で
し
た
。

　

十
一
月
十
二
日
に
実
施
さ
れ

た
「
第
六
回
北
海
道
簿
記
大
会
」

一
級
の
部
で
、
会
計
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
学
科
の
学
生
が
団
体
戦

一
・
二
・
三
位
を
独
占
し
ま
し

た
。

　

一
位
は
長
坂
玄
太
君
・
熊
谷

将
君
・
山
下
凌
平
君
の
二
年
生

ト
リ
オ
、
二
位
は
辻
翔
太
君
・

工
藤
恵
里
那
さ
ん
・
木
下
涼
介

君
の
一
年
生
ト
リ
オ
、
三
位
は

齊
藤
尚
哉
君
・
中
川
謙
治
君
・

佐
々
木
直
人
君
・
嶋
田
竹
敏
君

の
二
・
三
年
生
混
合
チ
ー
ム
。

　

個
人
戦
で
も
辻
君
が
一
位
の

快
挙
を
達
成
し
、
山
下
君
も
四

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
「
全
国

大
学
対
抗
簿
記
大
会
」
の
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
、
個
人
戦
一
級
で

辻
君
が
九
位
、
個
人
戦
三
級
で

渡
邊
翔
美
さ
ん
が
百
点
満
点
の

一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
学
生
は
、
公
認
会

計
士
資
格
取
得
や
日
商
簿
記
検

定
試
験
一
級
合
格
を
目
指
し
猛

勉
強
中
で
す
。
健
闘
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

折り紙で作った雛壇

３Ｄ折り紙の世界
一体で360ものパーツ
を組み合わせたものも。

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
展
」

 

人
文
学
部
人
間
科
学
科
３
年　

相
澤　

加
菜

第
６
回
北
海
道
簿
記
大
会

１
級
の
部
団
体
戦

 

１
・
２
・
３
位
を
独
占
！

全
国
若
手
も
の
づ
く
り
シ

ン
ポ
＆
全
国
若
手
経
営
塾

サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
江
別

学

芸

員

課

程

博
物
館
実
習
展
示

二
〇
一
一
年

十
二
月
八
日
〜
二
十
六
日

〜
経
営
学
部
〜

学
生
活
動
の
と
り
く
み
報
告

―

経
営
学
科

―
 

会
計

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

学
科

札
幌
学
院
大
学
後
援
会

秋
季
役
員
会
を
開
催

学
生
自
治
会
企
画
行
事 

開
催

人文学
部

法学部

経営
学部

・商
学部

人文学部学生自治会主催

体育大会

人文学部学生自治会

執行委員長　段坂　直登
（臨床心理学科2年）

法学部学生自治会主催

法学部祭
経営学部・商学部学生自治会合同主催

SGU歌うま王座決定戦！！

　

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
七
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
、
法
学

部
祭
（W

inter SGU
 Cup

）

に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
度
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
行
い
、
六
チ
ー
ム
ず
つ
、

合
計
十
二
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

汗
を
か
い
て
コ
ー
ト
内
を
走
り

回
っ
て
お
り
、
と
て
も
楽
し
そ

う
で
白
熱
し
た
試
合
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
女
性
の
参
加

も
あ
り
、
い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
試
合
で
、
皆
さ
ん
緊
張

し
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

参
加
し
て
頂
い
た
方
か
ら

も
、
来
年
も
こ
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
企
画
し
て
下
さ

い
！
と
い
う
意
見
も
頂
き
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
後

と
も
法
学
部
学
生
自
治
会
は
法

学
部
祭
以
外
に
も
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
ご
参
加
下
さ
い
。
執

行
委
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

去
る
十
一
月
十
二
日
（
土
）
、

本
学
の
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

体
育
大
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

毎
年
、
私
た
ち
人
文
学
部
学
生

自
治
会
（
以
下
本
会
）
は
人
文

学
部
生
を
対
象
に
人
文
学
部
祭

を
行
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

本
会
が
設
置
す
る
「
一
声

BO
X

」
と
い
う
投
書
箱
に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
体

育
大
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
種
目
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
す
。

　

当
日
は
朝
か
ら
多
く
の
学
生

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
の
試
合
も
笑
い
声
や
歓

声
が
止
ま
ず
、
運
動
す
る
機
会

を
設
け
る
と
と
も
に
、
「
交
流
」

や
「
楽
し
む
」
と
い
う
意
味
で

も
非
常
に
有
意
義
な
時
間
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

体
育
大
会
に
参
加
し
て
頂
い

た
皆
さ
ん
や
、
協
力
し
て
頂
い

た
方
々
へ
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
本
学
生
の
よ
り
良

い
学
校
生
活
の
た
め
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法学部学生自治会

執行委員　山谷　健斗
（法律学科3年）

経営学部学生自治会

執行副委員長　宮沢　勇輝
（経営学科3年）

二
〇
一
一
年
度　

札
幌
学
院
大
学
法
学
部
講
演
会

「
朝
鮮
半
島
情
勢
は
ど
う
な
る
か―

分
断
体
制
の
現
段
階
」

 

法
学
部
教
授　

清
水　

敏
行

日
時　

平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
（
金
）
午
後
一
時
開
式

式
場　

 

ニ
ト
リ
文
化
ホ
ー
ル
（
旧
北
海
道
厚
生
年
金
会
館
）

（
札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
二
丁
目
）

◇
大
学
院
修
了
生
・
学
部
卒
業
生
お
よ
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
は

　

午
後
〇
時
三
十
分
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

卒
業
祝
賀
会

日
時　

 

学
位
記
授
与
式
当
日

午
後
四
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

式
場　

 

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
二
階　

エ
ミ
ネ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
七
丁
目
二
の
一
）

会
費　

 

卒
業
生　

一
、
〇
〇
〇
円

一　

般　

二
、
〇
〇
〇
円

講演する小此木政夫先生

優勝した向平さん

（2）第111号札幌学院大学学園広報2012年（平成24年）2月20日



　

二
〇
〇
九
年
に
始
ま
っ
た
タ

イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
（
Ｃ
Ｍ

Ｕ
）
と
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
今
回
で
三
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
学
生
九
名
、
引
率

教
職
員
四
名
の
合
計
十
三
名
が

十
一
月
二
十
八
日
か
ら
十
二
月

五
日
ま
で
の
八
日
間
の
日
程
で

本
学
に
来
学
し
ま
し
た
。
本
学

か
ら
は
二
十
名
を
超
え
る
学
生

サ
ポ
ー
タ
ー
が
企
画
の
手
伝
い

ス
テ
イ
で
日
本
の
家
庭
を
体
験

し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
用
意
し
た
、
旭
山
動

物
園
見
学
、
お
好
み
焼
き
体
験
、

白
老
ア
イ
ヌ
博
物
館
見
学
、
登

別
温
泉
で
の
温
泉
体
験
等
様
々

な
体
験
企
画
を
通
じ
て
、
冬
の

北
海
道
と
日
本
の
文
化
に
触
れ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
本
学
の
学
生
は
企
画
の
す

べ
て
に
お
い
て
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
学
生

と
行
動
を
共
に
し
、
生
活
体
験

を
通
じ
て
会
話
を
重
ね
お
互
い

の
文
化
を
理
解
し
あ
い
、
何
に

も
替
え
が
た
い
友
情
と
絆
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
絆
を
ぜ
ひ

い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

12 当専門ゼミナールでは、外国語（主に英語）
によるコミュニケーション能力を高める際
に必要な知識について、ことば自体だけで
はなく、社会・文化的な側面から総合的に
学び、考えることを目的としています。

全員で集合

みんなでディスカッションし合います

明るい笑顔が絶えません

　

近
年
、
外
国
語
教
育
の
分
野

で
は
、
「
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の
養
成
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
や
高

校
で
学
ぶ
外
国
語
は
、
そ
の
大

部
分
が
入
学
試
験
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
語
彙

や
文
法
と
い
っ
た
側
面
が
重
視

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ら
が

必
ず
し
も
実
際
の
会
話
力
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
問
題

意
識
の
表
れ
で
し
ょ
う
。

　

外
国
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
際
、
文
法

や
発
音
以
上
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
「
そ
の

こ
と
ば
を
ど
の
よ
う
に
使
う

か
」
と
い
う
点
で
す
。
同
じ
内

容
を
伝
え
る
に
も
、
文
化
の
違

い
や
対
人
関
係
な
ど
に
配
慮
し

て
、
で
き
る
だ
け
適
切
な
物
の

言
い
方
を
心
が
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
日
本
人
は
英
語
で

何
か
を
頼
む
と
き
に
、〝Please 

(do

…
)
〞
や
〝W

ill you (do

…)?

〞
、〝Iw

ant you to
(do

…
)
〞 

と
い
っ
た
表
現
を
多
用

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
確
か

に
、
「
〜
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
日
本
語
の
感
覚
か
ら
す
る

と
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
英
語

表
現
が
、
相
手
と
の
上
下
関
係

や
頼
み
ご
と
の
内
容
に
よ
っ
て

は
大
変
失
礼
に
あ
た
る
と
い
う

こ
と
を
、
学
習
者
の
多
く
は
教

え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
日
本
人
の
物
の
言
い
方
は
婉

曲
的
な
の
に
対
し
、
欧
米
諸
国

の
人
々
は
直
接
的
で
あ
る
」
と

い
っ
た
文
化
的
な
固
定
観
念

（
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
）
も
、
時

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。

　

当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
テ
キ

ス
ト
の
講
読
を
通
じ
て
、
様
々

な
文
化
圏
の
学
習
者
が
外
国
語

を
用
い
る
際
の
特
徴
に
つ
い
て

考
え
て
い
ま
す
。
外
国
語
を
話

す
と
き
、
自
身
の
母
語
や
文
化

が
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
部
分
に
注
意

す
れ
ば
よ
り
適
切
な
や
り
と
り

が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
点

が
議
論
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

ゼ
ミ
生
の
学
ん
で
い
る
内
容

は
、
理
論
的
で
あ
り
な
が
ら
、

実
践
的
で
も
あ
り
ま
す
。
テ
キ

ス
ト
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

基
に
、
自
身
の
経
験
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
互
い
に
認
識
を

改
め
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
先
行
研
究
か
ら

知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
ゼ

ミ
生
自
身
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
企
画
や
分
析
と
い
っ

た
プ
ロ
セ
ス
が
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
内
容
は
や
や
専
門
的
で
す

が
、
ゼ
ミ
内
の
雰
囲
気
は
非
常

に
和
や
か
で
、
活
気
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
の
相
互
的
な
学
習

を
通
じ
て
、
各
自
が
実
社
会
で

成
長
し
て
い
く
た
め
の
礎
を
築

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
行
い
ま
し
た
。

●
学
生
と
の
交
流
事
業

　

Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
学
生
と
共
に
英
語

の
授
業
に
参
加
し
て
タ
イ
の
文

化
を
紹
介
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
日
本
と
タ

イ
の
文
化
比
較
を
題
材
に
し
た

意
見
交
換
を
通
じ
て
本
学
学
生

は
大
い
に
学
習
意
欲
を
刺
激
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
今
年
も

大
盛
況
だ
っ
た
の
が
、
十
二
月

一
日
に
行
わ
れ
た
タ
イ
フ
ー
ド

フ
ェ
ア
で
し
た
。
タ
イ
独
自
の

ス
パ
イ
ス
を
持
ち
こ
み
、
生
鮮

食
品
な
ど
は
フ
ェ
ア
当
日
に

ス
ー
パ
ー
で
買
い
、
午
前
中

い
っ
ぱ
い
か
け
て
心
を
込
め
て

タ
イ
料
理
を
作
り
ま
し
た
。
で

き
あ
が
っ
た
五
百
食
ほ
ど
の
グ

リ
ー
ン
カ
レ
ー
や
イ
エ
ロ
ー
カ

レ
ー
は
大
学
生
協
前
に
ブ
ー
ス

を
設
け
て
本
学
学
生
に
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
、
「
美
味
し
い
！
」

（
ア
ロ
イ　

マ
ー
ク
！
）
の
こ

と
ば
と
共
に
笑
顔
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

●
歴
史
、
文
化
、
温
泉
体
験

　

期
間
中
、
一
行
は
大
学
の
近

く
の
江
別
第
二
小
学
校
を
訪
問

し
て
歌
や
踊
り
を
披
露
し
て
小

学
生
と
交
流
し
た
他
、
ホ
ー
ム

　

情
報
機
器

を
利
用
し
た

教
育
実
践
等

に
つ
い
て
の

事
例
報
告
や

情
報
交
換
を

目
的
と
し
た

「
Ｐ
Ｃ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス

北
海
道
」
が
、

昨
年
十
一
月

初
旬
に
札
幌

国
際
大
学
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
か
ら

は
私
を
含
め
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

の
学
生
ス
タ
ッ
フ
二
名
が
分
科

会
に
参
加
し
、
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ＳＧＵバッジ
￥800

上から12cm定規 ￥200 / えん
ぴつ3本入 ￥300 / 箸 ￥420

英語英米文学科「専門ゼミナールＢ」

水島　梨紗　人文学部　講師

　札幌学院大学生協では新たな

SGU グッズを文房具から衣料品

まで多岐にわたり販売していま

す。

　まずはエコバッグ 380 円（左写

真）。青・赤・緑・桃の 4 色から

選べます。普段は折りたたんで持

ち運び可能です。

　そして色紙 250 円・A4 ノート

200 円（右写真）。色紙はこれか

らのシーズンにぴったりです。こ

ちらの色紙に寄せ書きをして恩師

に贈るのはいかがでしょうか？一

緒に学生時代を過ごした仲間に贈

るのも良いかもしれません。

　他にもキャップ 1,000 円

T シャツ 1,350 円（サイズは

M・L）・ タ オ ル マ フ ラ ー

600 円・ミニタオル 300 円

なども取り扱っております。

郵送でもお買い求めになら

れますので、お気軽にお電

話でお問い合わせ下さい。

（札幌学院大学生協 011-386-2970）

新
グ
ッ
ズ 

紹
介
し
ま
す

　2007 年 4 月 1 日をもって、「特殊教育」が「特別支援

教育」へと移行しましたが、このことにともない、各学

校では発達障害等の子どもたちの教育的ニーズに応える

際の調整役として、校長によって校内コーディネーター

が指名されることになりました。

　学校の教員なら誰もがコーディネーターになる可能性

がでてきたのですが、何をどうすべきか皆目見当がつか

ないというのであれば、教育的支援に遅れを生じさせま

す。

　本書は、コーディネーターの任につく教員にとっては、

有力なガイドブックになります。コーディネーターの役

割や実際の動き方について詳述されていますし、「個別

の教育支援計画」や「個別の指導計画」の作成等につい

ての記述は、はじめの一歩を踏み出す教員には心強い情

報と言えるでしょう。

　また、特別支援教育をめぐる制度の変遷や障害の説明、

各種シートのフォーマットなどを付録の CD-ROM に収

めているあたりが本書のサービズ精神を物語っています。

『戦略的協働の本質
 ̶NPO、政府、企業の価値創造』

小島　廣光（経営学部　教授）

平本　健太（北海道大学　教授）編著

有斐閣

2011年5月発行　価格：4725円

　本書は、NPO、政府、企業という異なるセクター

に属する 3 つの主体の協働によって、新しい多元

的な社会的価値の創出に成功している 7 つの先駆

的な協働プロジェクトを詳細に分析することに

よって、戦略的協働が形成・実現・展開されるプ

ロセスの解明を試みたものである。7 つの協働プ

ロジェクトは、「ジャパン・プラットフォーム」、「北

海道グリーンファンド」等である。分析は、「協働

の窓モデル」にもとづいて行われた。具体的には、

個々の協働プロジェクトの全期間をそれぞれ 4 期

に区分し、各期における「協働プロジェクトにお

ける参加者の行動とその相互関係」がきわめて詳

細に検討された。研究結果は、戦略的協働の本質

をあらわす 18 の命題として提示されている。本書

が、わが国における戦略的協働の研究の一助とな

るとともに、協働の形成・実現・展開に対して何

らかの具体的かつ実践的指針を与えることができ

るならば、これに勝る喜びはない。

　本書で私は、1987 年の民主化以降、とくに金大中政権・

盧武鉉政権（1998 ～ 2008 年）の 10 年間における政府・

政党と市民社会の相互作用に焦点をあてて、韓国政治

の動態を明らかにしました。この時期に市民社会と政

治の距離はとても近くなり、市民団体の役員が政府の

高官に、また政府の委員会に入ることが急増しました。

本書はそれを数量化して示しました。また 2000 年の落

選運動は日本でも注目されましたが、当時の金大中大

統領による多数派形成の政治との関連性が見られまし

た。金大中大統領は全羅道政権としての地域主義的な

制約を、市民社会の政治化によって克服しようとしま

した。韓国では市民社会の政治化は政党の支持再編と

絡んでおり、市民社会と地域主義は表と裏の関係にあ

るとも言えます。この点は、金大中政権を引き継いだ

盧武鉉政権にも言えます。本書は、以上の点を実証的に、

また概念的に考察しようとしたものです。

 『特別支援教育コーディネーター
 必携ハンドブック』

二通　諭（人文学部　准教授）他編著

クリエイツかもがわ

2011年5月発行　価格：2940円 『韓国政治と市民社会
 ―金大中・盧武鉉の10年』

清水　敏行（法学部　教授）著

北海道大学出版会

2011年3月31日発行　価格：6300円

BOOK REVIEW

教員著書紹介

大学
生協

ク
の
活
動
等
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
と
は
学
生
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な

る
組
織
で
、
日
ご
ろ
は
学
生
や

教
職
員
か
ら
の
Ｐ
Ｃ
利
活
用
に

関
す
る
様
々
な
相
談
や
ト
ラ
ブ

ル
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
「
学
生
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
支
援
の
試
み―

業
務
改

善
に
関
す
る
一
考
察―

」
を

テ
ー
マ
に
、
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

設
置
当
時
か
ら
、
現
在
の
業
務

内
容
や
協
働
体
制
に
至
る
ま
で

の
経
緯
を
業
務
改
善
と
し
て
ま

と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

分
科
会
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
技
能
が
特
に
優
れ
て
い

る
発
表
者
に
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
賞
」
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
は
私
が
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
得
る
こ
と
が
出
来
た
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
、
今
後

の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
活
動
に

活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。（
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
ス
タ
ッ

フ
・
大
道
寺
沙
理
）

プレゼンテーションスキル賞受賞！

学生スタッフ

タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
と
の

 
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

昨年に引き
続き！
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ふ
る
さ
と
江
別
塾
は
、
江
別

市
教
育
委
員
会
と
市
内
四
大
学

が
共
同
で
大
学
の
〈
知
〉
の
資

源
を
市
民
に
還
元
し
、
学
習
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
事
業
で
す
。
受
講

料
は
無
料
で
、
例
年
一
〇
月
か

ら
一
一
月
に
か
け
て
四
大
学
が

そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
の
特
色

を
生
か
し
た
講
義
を
市
民
向
け

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
本
学
で
の
講
義
は
、

一
一
月
五
日
（
土
）
九
時
半
か

ら
一
二
時
過
ぎ
ま
で
四
〇
名
を

超
え
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
の
啓
発

に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、「A

ctive A
ging

」

と

い
う
視
点
か
ら
、
健
康
的
な
行

動
を
実
践
に
移
し
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

か
、
個
人
の
取
り
組
み
の
他
に

公
園
づ
く
り
な
ど
の
工
夫
を
ド

イ
ツ
で
の
研
究
生
活
を
交
え
て

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義

の
途
中
で
は
実
際
に
体
を
動
か

し
て
正
し
い
姿
勢
の
作
り
方
を

受
講
者
の
皆
さ
ん
と
実
践
し
て

み
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
（do

it yourself

）

の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と

で
、
地
域
の
課
題
や
問
題
を
住

民
自
ら
が
解
決
し
た
り
、
あ
る

い
は
、
従
来
行
政
が
行
っ
て
き

た
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
、
住
民
が

代
わ
っ
て
実
践
し
よ
う
と
す
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
、
美
し
い
映

像
風
景
を
背
景
に
し
な
が
ら
紹

介
し
ま
し
た
。

　

二
つ
の
講
義
は
、
地
域
や
町

と
い
っ
た
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
で
健
康
で
豊
か
な
人

生
は
ど
の
よ
う
に
あ
り
得
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
問
題
意
識

を
持
っ
て
お
り
、
わ
が
ま
ち
を

足
元
か
ら
振
り
返
る
機
会
に

な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
運
動
を
通
じ
て
の
〝
ま
ち
づ

く
り
〞
の
ご
提
案
、
参
考
に
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
」
、
「
自
治
会

の
活
動
に
参
考
に
な
る
お
話
で

し
た
」
と
い
っ
た
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

囲
ん
で
、
講
演
会
を
聞
き
っ
ぱ

な
し
に
終
ら
せ
な
い
よ
う
に
自

由
な
話
が
出
来
る
座
談
形
式
の

会
を
設
け
ま
し
た
。
講
演
会
の

内
容
へ
の
質
問
の
他
、
自
分
の

体
験
か
ら
の
生
の
声
な
ど
次
々

と
出
さ
れ
、
清
水
さ
ん
は
丁
寧

に
対
応
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
は
、
一
九
九
八
年

三
月
か
ら
十
三
年
連
続
三
万
人

を
超
す
日
本
の
自
殺
実
態
、
特

性
、
背
景
に
あ
る
自
殺
要
因
な

ど
を
具
体
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

自
殺
と
い
う
現
代
社
会
の
難

題
と
向
き
合
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
自
殺
は
プ
ロ
セ
ス
で
起
き

亡
く
な
っ
た
人
の
遺
書
、
自
殺

対
策
等
に
つ
い
て
取
材
を
続
け

る
が
「
推
進
役
」
の
い
な
い
日

本
の
自
殺
対
策
に
限
界
を
感

じ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
職
し
て
自
ら

が
自
殺
対
策
の
「
つ
な
ぎ
役
」

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
こ
う
と

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
」

を
設
立
し
、
代
表
に
就
任
。
そ

の
後
は
「
自
殺
対
策
基
本
法
」

の
成
立
に
も
大
き
く
貢
献
し
、

内
閣
府
「
自
殺
対
策
参
与
」
と

し
て
自
殺
予
防
対
策
の
重
要
な

役
割
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
清
水
さ
ん
の
講
演

会
、
第
二
部
で
は
清
水
さ
ん
を

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
代
表
清
水
康

之
氏
に
自
殺
予
防
対
策
の
活
動

経
験
や
対
策
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
清
水
さ

ん
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
で
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現

代
」
を
担
当
し
、
二
〇
〇
一
年
、

自
殺
遺
児
た
ち
を
一
年
が
か
り

で
取
材
を
し
て
『
お
父
さ
ん
、

死
な
な
い
で
〜
親
が
自
殺　

遺

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
〜
』
を
放

送
。
そ
れ
ま
で
匿
名
で
活
動
し

て
き
た
自
死
遺
児
の
素
顔
を
は

じ
め
て
社
会
に
伝
え
た
の
で
し

た
。
そ
れ
は
大
き
な
反
響
を
呼

び
、
そ
の
後
も
遺
児
や
自
殺
で

　

去
る
十
月
二
十
九
日
（
土
）
、

本
学
Ｇ
館
（
五
十
年
記
念
館
）

Ｓ
Ｇ
Ｕ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
自

殺
予
防
対
策
講
演
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
江
別
市
教
育

委
員
会
が
国
の
「
住
民
生
活
に

光
を
そ
そ
ぐ
交
付
事
業
」
を
受

け
て
、
江
別
市
民
向
け
に
自
殺

予
防
対
策
事
業
と
し
て
、
本
学

精
神
保
健
福
祉
担
当
に
協
力
が

依
頼
さ
れ
、
実
施
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
自
殺
予
防
対
策
に

ど
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら
れ
る

か
検
討
し
た
結
果
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
・

て
い
て
要
因
は
複
数
あ
り
、
連

鎖
を
止
め
る
た
め
の
支
援
は
、

ま
さ
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
ネ
ッ
ト
が
充
分
に
張

り
め
ぐ
ら
せ
る
必
要
性
が
あ
る

と
の
事
で
し
た
。

　

出
席
し
た
精
神
保
健
福
祉
の

学
生
は
「
自
殺
は
阻
止
で
き
る

も
の
だ
と
知
っ
た
」
「
自
殺
は

個
人
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
全
体
の
問
題
で
私
た
ち
一

人
一
人
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
」
な
ど
講

演
会
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
自
殺
予
防
対
策
は
大
変
重

い
課
題
で
す
が
、
援
助
職
を
目

指
す
学
生
に
と
っ
て
大
変
良
い

示
唆
が
与
え
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。

て
い
ま
す
。

　

学
年
を
こ
え
た
情
報
交
換
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
学
生
か
ら

は
「
教
員
採
用
検
査
に
向
け
て

の
勉
強
法
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
、

「
教
育
実
習
に
臨
む
心
構
え
が

で
き
た
」
と
い
う
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
奥
谷
浩
一
学
長
か
ら

も
今
年
度
の
教
員
採
用
検
査
合

格
者
と
教
職
を
め
ざ
す
学
生
に

向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
く
ら

れ
、
参
加
者
し
た
学
生
は
「
教

職
へ
の
道
」
に
向
け
て
あ
ら
た

め
て
気
を
引
き
締
め
て
い
た
よ

う
で
す
。

門
を
突
破
し
た
教
員
採
用
検
査

合
格
者
の
合
格
を
大
学
全
体
の

取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
祝

い
、
ど
の
よ
う
に
同
級
生
と
切

磋
琢
磨
し
、
ま
た
様
々
な
教
職

員
等
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
学

生
生
活
そ
の
も
の
を
充
実
さ
せ

て
き
た
の
か
、
そ
の
様
子
を
教

員
採
用
検
査
合
格
者
か
ら
後
輩

な
ど
教
員
志
望
学
生
に
対
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
届
け
、
あ

わ
せ
て
教
員
採
用
検
査
受
検
に

関
す
る
情
報
交
換
を
行
う
場
と

し
て
昨
年
度
か
ら
「
教
職
を
め

ざ
す
学
生
交
流
会
」
を
開
催
し

　

二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
四

日
に
本
学
Ｇ
館
八
階
に
て
「
教

職
を
め
ざ
す
学
生
交
流
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
高
倍
率
の
狭
き

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
が
提
案
し
た
、

広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
デ

ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
る
時
は
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
ど
う
す
れ
ば

目
を
引
く
デ
ザ
イ
ン
に
な
る

か
、
そ
の
広
告
を
見
る
人
に
強

い
印
象
を
植
え
付
け
ら
れ
る

か
。
こ
れ
は
広
告
を
制
作
す
る

際
に
、
永
遠
に
付
き
ま
と
う
試

練
な
の
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
、

今
で
も
そ
の
こ
と
で
悩
ん
で
お

り
ま
す
。

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

冊
子
内
容
の
編
集
時
に
は
、

ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
文
章
や
単
語

に
つ
い
て
、
細
か
い
表
現
が
気

に
な
り
修
正
を
提
案
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
箇
所
を
変
え
た
分
、
充
実
し

た
内
容
の
冊
子
に
な
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
学

生
で
あ
っ
て
も
、
こ
ん
な
に
完

成
度
が
高
い
冊
子
を
作
れ
る
の

だ
と
、
図
々
し
く
も
考
え
て
お

　

「
ザ
・
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」（
大
学
案
内

冊
子
）
第
二
号
で
は
、
創
刊
号

よ
り
も
早
い
時
期
に
オ
ー
プ
ン
・

キ
ャ
ン
パ
ス
等
に
て
配
布
す
る

事
を
目
標
と
し
て
い
た
の
で
、

実
際
の
と
こ
ろ
制
作
時
期
は
短

く
、
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
日
々
で
し
た
。
更
に
、

冊
子
制
作
の
傍
ら
、
国
道
十
二

号
線
沿
い
の
大
学
広
告
看
板
な

ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
思
い
返
せ
ば
か
な
り
ハ
ー

　

日
頃
か
ら
本
に
慣
れ
親
し
ん

で
も
ら
う
事
、
読
書
意
欲
や
思

考
力
・
表
現
力
の
涵
養
を
目
的

と
し
て
、
学
部
生
・
大
学
院
生

を
対
象
に
「
み
ん
な
に
紹
介
し

た
い
オ
ス
ス
メ
本
や
イ
チ
オ
シ

本
の
紹
介
文
」
（
千
五
百
字
以

内
）
を
募
集
し
、
心
に
響
く

「
ぐ
ぅ
っ
」
と
く
る
作
品
を
書

い
た
方
に
「
図
書
館
大
賞
」
を

授
与
し
、
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
図
書
館
大
賞
」
は
年

一
回
実
施
し
、
今
年
で
第
三
回

目
と
な
り
ま
す
。
開
始
当
初
よ

り
徐
々
に
浸
透
し
、
応
募
数
が

年
々
増
え
る
と
共
に
、
募
集
掲

示
を
待
っ
て
す
ぐ
に
提
出
し
た

り
、
一
人
で
複
数
の
作
品
を
投

稿
す
る
等
の
積
極
的
な
場
面
も

窺
え
、
結
果
、
今
回
は
十
二
名

十
六
作
品
も
の
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

入
賞
枠
は
一
席
五
千
円
分
・

二
席
三
千
円
分
・
三
席
二
千
円

分
で
、
図
書
館
員
が
点
数
制
で

審
査
を
行
い
ま
す
。
第
三
回
目

を
迎
え
る
今
回
も
、
心
に
響
く

作
品
が
多
く
、
審
査
の
結
果
、

上
位
三
作
品
が
同
点
と
な
り
、

異
例
で
は
あ
り
ま
す
が
三
作
品

を
一
席
と
す
る
事
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

去
る
一
月
二
十
六
日
に
授
賞

式
を
行
い
、
小
杉
伸
次
図
書
館

長
か
ら
受
賞
者
（
一
席
）
三
名

に
そ
れ
ぞ
れ
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
し
、
入
賞
を
称
え
る
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
受

賞
の
喜
び
と
「
私
た
ち
が
推
薦

し
た
本
を
多
く
の
人
に
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
の
と
同
時
に
、

皆
さ
ん
が
本
を
好
き
に
な
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
口
々
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
本
学
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
こ
の
企
画
を
継
続

し
、
一
人
で
も
多
く
読
書
好
き

な
学
生
さ
ん
が
増
え
、
図
書
館

を
気
軽
に
利
用
で
き
る
き
っ
か

け
と
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。

本
学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
短
期

大
学
を
卒
業
後
、
就
職
そ
し
て

二
〇
〇
五
年
に
本
学
の
大
学
院

地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
に
進
学
さ
れ
た
戸
根
谷
さ
ん
。

当
時
ど
の
よ
う
な
心
境
で
進
学

を
決
心
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　

同
窓
会
活
動
や
後
輩
の
採
用

活
動
等
を
通
じ
て
本
学
と
の
関

わ
り
を
継
続
す
る
中
で
大
学
院

の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の

頃
職
場
で
は
北
海
道
支
店
長
職

を
拝
命
し
て
か
ら
三
年
目
を
迎

え
て
お
り
、
事
業
運
営
、
営
業

活
動
、
人
財
育
成
と
い
っ
た
重

要
事
項
実
施
の
ベ
ー
ス
は
先
輩

社
員
の
教
え
や
自
ら
の
経
験
が

全
て
で
し
た
。
経
済
や
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
前

例
主
義
一
辺
倒
に
限
界
を
感
じ

な
が
ら
（
支
店
長
っ
て
管
理
職

だ
ね
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
ね
。

じ
ゃ
あ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
っ
て

か
な
と
も
思
い
ま
す
。
「
謙
遜
」

は
美
徳
で
す
が
時
に
は
自
己
主

張
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

「
自
分
ら
し
さ
」
に
大
い
な
る

可
能
性
を
期
待
し
ま
す
。

後
輩
で
あ
る
本
学
の
学
生
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
時
間
」
で
し
か
得
ら
れ
な

い
経
験
が
あ
り
ま
す
。
大
学
生

活
で
講
義
や
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル

活
動
等
を
通
し
て
「
会
話
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
げ
、
教
職

員
や
先
輩
の
経
験
を
知
り
「
人

生
成
功
の
武
器
」
に
し
て
下
さ

い
。
就
職
産
業
の
情
報
に
惑
わ

さ
れ
ず
に
自
分
を
し
っ
か
り
見

つ
め
て
下
さ
い
。
（
自
分
は
何

を
し
た
い
か
。
何
に
な
り
た
い

か
。
）
企
業
や
組
織
は
い
つ
で

も
「
情
熱
あ
る
人
」
を
求
め
て

い
ま
す
。
社
会
は
実
力
重
視
で

す
が
「
実
力
」
は
一
人
の
力
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
を
ど
れ
だ
け
持
て
る

か
。「
連
携
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

仲
間
を
一
人
で
も
多
く
惹
き
つ

け
ら
れ
る
魅
力
あ
る
人
間
性
を

磨
い
て
下
さ
い
。
札
幌
学
院
大

学
に
は
、
そ
の
環
境
が
あ
る
と

信
じ
ま
す
。

何
？
）
と
い
う
自
問
自
答
に
戸

惑
う
自
分
が
い
ま
し
た
。
（
こ

の
ま
ま
で
い
い
の
か
？
）
と
い

う
焦
り
に
妻
（
短
大
同
期
生
）

と
家
族
が
背
中
を
押
し
て
く
れ

入
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

職
場
の
管
理
職
と
大
学
院
学

生
、
両
立
の
苦
労
は
あ
り
ま
し

た
か
。

　

一
年
目
は
仕
事
と
学
び
の
切

り
替
え
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
人
称

で
あ
っ
た
経
験
知
が
理
論
武
装

さ
れ
、
職
場
に
お
け
る
人
財
教

育
に
多
い
に
役
立
っ
た
と
思
い

ま
す
。

二
〇
一
一
年
に
本
学
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
経
営
学
部
専
門
科

目
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」

を
担
当
さ
れ
ま
し
た
が
、
母
校

の
教
壇
に
立
っ
た
感
想
は
ど
う

で
し
た
か
。

　

緊
張
と
戸
惑
い
の
中
（
こ
ん

な
に
履
修
生
が
多
い
の
！
）
と

い
う
の
が
最
初
の
感
想
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
職
場
の
人
財
教

育
や
業
務
上
の
講
演
等
で
話
を

す
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、

講
義
は
全
く
異
質
の
感
覚
で
し

た
。
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く
れ

る
学
生
に
は
今
ま
で
と
は
違
う

感
動
を
覚
え
ま
し
た
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
、
会
話
を
し
た
り
、
時
に

は
飲
み
会
に
同
席
し
た
り
、
と

に
か
く
「
楽
し
い
、
嬉
し
い
」

の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

今
の
本
学
学
生
に
ど
ん
な
印
象

を
受
け
ま
し
た
か

　

「
素
直
さ
」
や
「
ま
じ
め
さ
」

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
一
方
で
自
己
表
現
が

ち
ょ
っ
と
苦
手
な
人
が
多
い
の

フ
ィ
ー
ル
ド
実
践
や
世
代
を
超

え
た
仲
間
達
と
の
時
間
が
と
て

も
有
意
義
で
充
実
し
た
二
年
間

と
な
り
ま
し
た
。
修
士
論
文
は

テ
ー
マ
決
め
か
ら
完
成
ま
で
時

間
と
の
戦
い
で
し
た
が
、
自
分

の
考
え
を
理
論
化
し
文
章
に
仕

上
げ
て
い
く
と
い
う
工
程
は
大

き
な
収
穫
で
あ
り
ま
し
た
。
指

導
教
官
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
院
で
学
ぶ
際
に
職
場
で
の

経
験
が
活
か
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
業
務
経
験
が
具

体
例
と
し
て
「
学
び
」
に
活
用

で
き
ま
し
た
。
自
己
の
経
験
を

理
論
化
す
る
作
業
は
大
げ
さ
に

言
え
ば
、
乾
い
た
砂
に
水
を
与

え
る
様
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
浸
透

し
て
い
く
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

理
論
や
考
え
方
を
体
系
的
に
理

卒業生この人―

コミュニケーションを拡げ
「人生成功の武器」に

戸根谷　法雄 さん

（ 1973年3月　札幌短期大学卒業、
2007年3月　大学院地域社会マネジメント研究科修了）

講義中の戸根谷さん

勤務先での様子

教
職
を
め
ざ
す
学
生
交
流
会
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た

一
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

 

学
生
広
報
チ
ー
ム　

松
本
み
な
み

人
文
学
部
教
授　

中
野　

英
子

二
〇
一
一
年
度 

ふ
る
さ
と
江
別
塾
が

 

本
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

―
 

異
例
の
一
席
三
名
に
！ ―

「DIY のまちづくり」

「高齢者の積極的な健康づ
くりと地域社会について」

「
高
齢
者
の
積
極
的
な
健

康
づ
く
り
と
地
域
社
会

に
つ
い
て
」

北
田
雅
子
（
経
営
学
部
准
教
授
）

「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
ま
ち
づ
く
り
」

石
井
和
平
（
社
会
情
報
学
部
教
授
）

第

二

期

学
生
広
報

チ

ー

ム

この1年の作品の一部。
※左下ティッシュは非売品です。

ザ ･ＳＧＵ第3号の企画案を
考えるメンバー達

12号線沿い看板のデザインも
みんなで意見を出し合います

向かって右側から松本さん、小杉
図書館長、酒井さん、増田さん

第３回「図書館大賞」受賞（一席）：３名

松本みなみ（人文学部臨床心理学科４年）
　　推薦図書：『グイン・サーガ』

 栗本　　薫 著（早川書房）

酒井　信幸（人文学部人間科学科２年）
　　推薦図書：『Another』

 綾辻　行人 著（角川書店）

増田　拓哉（人文学部人間科学科１年）
　　推薦図書：『ゴールデンスランバー』

 伊坂幸太郎 著（新潮社）　

札
幌
学
院
大
学
「
図
書
館
大
賞
」

自
殺
予
防
対
策

講

演

会

自
殺
の
な
い
「
生
き
心
地
の
よ
い
社
会
へ
」

 

〜
大
切
な
人
に
今
足
許
か
ら
で
き
る
こ
と
〜  

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（4）第111号札幌学院大学学園広報2012年（平成24年）2月20日


